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1 ここで、語用論をコミュニケーションの問題ではなく、言語の問題に含めていることに対
して簡単に述べておく。一般的に、語用論はしばしばコミュニケーションの問題として理解







































名前から区別することとは異なるのである。（Esposito 1993a: 92） 
 






















































































































































                                                   
7 こうした、システムの分出とそこから相対的に独立した言及ついて、Luhmann は「並走す
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